
 
 
 
 
 
 

「時代で巡るいしかわの工芸展」の開催について 
 

国立工芸館の開館を来年に控え、隣接する県立美術館や県立歴史博物館が連携して、

石川の工芸の歴史を巡る特別展を「国立工芸館名品展」の開催期間に合わせて開催し、

国立工芸館の移転と本県の工芸文化の魅力を発信します。 

 

記 

 

１ 期 間 

   令和元年１１月１７日（日）～令和元年１２月２２日（日） 

 

２ 主な内容 

 （１） 時代で巡るいしかわの工芸展 

    「いしかわの工芸の歴史」を切り口とした展覧会を開催します。 

   ①「古九谷と加賀蒔絵の至宝－百万石大名の自負」 

      世界的に注目度の高い「古九谷」と「加賀蒔絵」にスポットを当て、工

芸史に残るような独自の様式を創出した藩主の高い美意識と、加賀藩の文

化政策を再認識します。 

     会 期：令和元年１１月２２日（金）～１２月２２日（日） 

     会 場：石川県立美術館 第２展示室 

   ②「珠洲古陶－その歴史と美－」 

      珠洲焼は耐久性に優れ装飾性の高さが際立つ中世陶器です。近年は復興

され石川を代表する工芸品としても注目されています。珠洲焼資料館をは

じめ各地に保管されている優品を一挙紹介します。 

     会 期：令和元年１１月１７日（日）～１２月１５日（日） 

     会 場：石川県立歴史博物館 

 

 

 

（資料提供） 

令和元年１１月１５日（金） 
県民文化スポーツ部文化振興課 

直通：２２５－１３７１ 
内線：３８４１、３８５５ 



  （２） 国立工芸館名品展「漆・木・竹工芸のみかた」 

     東京国立近代美術館工芸館が所蔵する作品を紹介します。今年は、本県が全

国に誇り、数多くの著名な作家を輩出してきた漆工を中心に、木工・竹工作品

を含む約５０点を展示します。 

    会 期：令和元年１１月２２日（金）～１２月２２日（日） 

    会 場：石川県立美術館 第５展示室 

 

 （３） いしかわの工芸の歴史を巡る鑑賞ツアー 

    より深く工芸の歴史を理解していただくために、学芸員の解説付きで「東京

国立近代美術館工芸館名品展」と「時代で巡るいしかわの工芸展」を巡る鑑賞

ツアーを開催します。 

   日 時：令和元年１１月３０日（土）、１２月１日（日）各日１３：００～ 

   人 数：各回２０名（当日先着順） 

   参加費：一般５３０円、大学生４２０円（団体料金） 

 

※その他のイベントにつきましては、添付のリーフレットをご参照願います。 
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